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実施内容報告書 

 

課題名：令和 4年度テーマ展「水辺の生きもの」の開催 

交付番号：202201 

機関名：岩手県立博物館 

氏名：髙橋雅雄 

 

実施概要：“水辺”は陸域と水域の境界線上にあり、両方の環境に適応した特徴的な生物が

多数暮らしている。しかしながら、長年の人間活動は水辺を大きく破壊・改変し、そこに

暮らす生物の大多数が絶滅の危機に瀕している。本テーマ展では、水の流れに沿って水辺

を 6つの環境に分け、それぞれの景観的特徴と生物相の特徴を、豊富な実物標本と生態写

真で紹介した。また、岩手県を代表する水辺である春子谷地湿原（滝沢市）と高松公園芝

水園（盛岡市）について、当館の生物部門が実施した生息生物相調査の成果を示し、両者

の価値と危機的現状を紹介した。 

 

会期：令和 4年 9月 23日（金・祝）～12月 4 日（日） 実開催日数 63 日間 

会場：岩手県立博物館 特別展示室 

会期中の来場者数：7,059名 

 

展示内容：展示資料 230点・展示写真 134点 

第 1章 河川（展示資料 33点） 

鳥類本剥製（シノリガモ・イソシギなど）、哺乳類本剥製（カワネズミ）、昆虫類標本（ニ

ホンカワトンボ・コオニヤンマなど）、クモ類標本（シノビグモ・キシベコモリグモな

ど） 

第 2章 自然湿原（展示資料 53点） 

鳥類本剥製（シマセンニュウ・マキノセンニュウなど）、昆虫類標本（ムツアカネ・ゴ

マシジミなど）、クモ類標本（シッチコモリグモ・クマドリハエトリなど） 

第 3章 水田（展示資料 31点） 

鳥類本剥製（ケリ雛・コミミズクなど）、哺乳類本剥製（アズマモグラ）、爬虫類レプリ

カ（シマヘビ） 

第 4章 岩手の両生類（展示資料 10点） 

両生類レプリカ（ヤマアカガエル・トウキョウダルマガエルなど） 

第 5章 湖沼（展示資料 53点） 

鳥類本剥製（オオハクチョウ・カワウなど） 

第 6章 ヨシ原（展示資料 20点） 

鳥類本剥製（サンカノゴイ・ホオアカなど）、哺乳類本剥製（ニホンイタチ） 
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第 7章 河口・干潟（展示資料 23点） 

鳥類本剥製（クロツラヘラサギ・カモメなど）、無脊椎動物液浸標本（イトメ・ハマダ

ンゴムシなど） 

第 8章 岩手県立博物館の最新研究：春子谷地湿原と高松公園芝水園（展示資料 7点） 

植物標本（イトナルコスゲなど）、哺乳類本剥製（ツキノワグマなど） 

 

関連事業 

（1）文化講演会 

  10月 23日（日）13:30～15:00 講堂 参加者 80名 

  演題：「南半球のマングローブ林での鳥類研究：カッコウ類と宿主の軍拡競争」 

  講師：上田 恵介 氏（日本野鳥の会会長） 

（2）特別講演会 

  11月 3日（木・祝）13:30～15:00 講堂 参加者 41名 

  演題：「水辺に棲む『その他の無脊椎動物』と環境」 

  講師：松政 正俊 氏（岩手医科大学教授） 

（3）県博日曜講座（計 3回） 

① 9月 25日（日）13:30～15:00 講堂 参加者 69名 

    演題：「岩手の水辺の生きもの：特に野鳥について」 

    講師：髙橋 雅雄（当館専門学芸調査員） 

② 11月 13日（日）13:30～15:00 講堂 参加者 47名 

演題：「岩手の水辺のクモ・トンボ」 

講師：渡辺 修二（当館主任専門学芸員） 

③ 11月 27日（日）13:30～15:00 講堂 参加者 70名 

演題：「岩手の水辺の植物について～春子谷地を中心に～」 

    講師：鈴木 まほろ（当館主任専門学芸員） 

（4）展示解説会（計 2回）  

① 9月 23日（金・祝）14:30～15:30 参加者 15名 

② 10月 9日（日）14:30～15:30 参加者 18名  

（5）自然観察会 

   11月 23日（水・祝）10:30～12:00 盛岡市高松公園 参加者 20 名 

   テーマ：「ハクチョウとカモ類を観察しよう」 

   講師：髙橋 雅雄（当館専門学芸調査員） 

 

印刷物 

  ポスター B2判、カラー印刷、500部  

リーフレット A4判（折あり）、両面カラー印刷、10,000部 
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